




































ただきました。全部の方が愛知大学のコーナーに来たわけではありませんが、中心的な場所に愛知大学が展示し、非常に多くの方々に見ていただきました。図書館展という で凶書が並んでいるのかと思ったら今は大違いで データベースをどう作 かという電子機需の展示会 ような感じになっております。
その中で愛






















































































































































は二角から東京帝国大学に入学しまして卒業の時に同級生の田中（耕太郎 最高裁長官、文部大臣歴任）さんに銀時計を取られちゃったんです。ちょっと油断 したため二番目 なっちゃって。その当時の文官試験、今で言う司法試験を頑張ったものですから全国一位になり し 。
一位になりますと、まあばらしちゃ













でいただいて、ご馳走ではないけれども温か 雰閤気の中でいろいろ 世渡り 術を教えてもらった いです。でも三年ぐらい経ちましたら、父は法律って分からないと思ったそうです口形がない。匂いもない口触っても何もない。それをみんなが律 、準じて生活している。法律 何 うと分からなくなった口それで三淵長官に「もっと勉強したい」と言ったそうです。「ああ よ。
じゃあ東京商科大学（一橋大学の前
身） 先生になったらどうだ」。と うことで行ってみましたら、父と年が三つしか違わな ので
生徒が
髭を生やして偉そう 見えてしょうが か 。
一生懸命そこで勉強しまして、今度は大学昇格の時です。































































































































































































それから木問さんという同文書院卒で満鉄からの派遣生、愛大の監事もや ていらっしゃった方と、三人ぐらいしか教えていなかったそうです。父 ドイツのもの ごく大変なインフレを知って から、















































































見てもらえなかったらし です。父は学籍簿だけは学校の命だから、自分がもし捕まって中国へ戻されてもいいからと、隠して隠して学籍簿だけは持って帰り した。それがあるも ですから同文書院 偽学生、天ぷら学生っ 出ないでしょう。卒業生 おじいちゃま方がいかに頭 良 ったか証明書を出 てますでしょう。ですから父は不思議 人ですよね。土…壇場の時が強いんですね、平和な時より。何かあった時にも すごい力の出せる男なんです。不思議なこ に始まりの第一回目か終わ かで、真中があまりない。








































も、父が院長の時に同文書院をなくすということは、卒業生に対し も すごく面子 ないことです それ










































































































































































































































































































主の上野さんが最高裁の時に長宵 秘芹で、父は本当に仲良くしていましたからそれでちょっと抑え、法政大学の時の教え子 資材部長で二瓶さん。その人が ましたからそれでまた抑え。
ですから朝日も悪いこと
はあまり書けない。怖い 週刊新潮 す。その当時、新潮にや れると二進も三進も かない時だった。今度 週刊新潮が来る でハッと気付きましたら 私の女子学院時代の の仲良しが麻生一族の息子のところへ嫁に行っていた 編集次長をやっ いらっ ゃった 思いますが、
そこへ渡りをつけまして
「新潮の方がいらっしゃる に私が何のお世話もできないと東京へ仰って友人 顔を見せられ い」と。・記



































































































































病院に見舞いに来てくれるとお ゃいました。老人病院にい して、大きな病院なんですけれども、いう方がいらっしゃると右翼がうるさい。守りきれない 言うんです。「確か劉銘侍（台湾の北の方のお金
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i,,J):,'f院必念：再i VOL. 15 4fi 
今も残る東亜同文書院大学の命脈
東亜同文忠院大学と愛知大学のつ芯がりを示すものとして

























思お、目録カー ド返ill!に関わった l人である郭 I,
涼若は、 1 966年訪中した河合長畠盟締市長に託 ｜｜
して愛知大学に「激濁j日清j という鶴を悶り．辞｜｜
典編鱒顎策を激励したというエピソー ドがある． |! 
日中国交正常化（1972年）以前に、中盟側によ II
る『中日大辞奥j への期待が高伊ったことが分b、る．
このように、 f学筏簿j f成績婿J と 『中日大事事奥Jl.t. 
rm豆同文書院大学J IJ' r変知大学J へ誕生承され
たことの制として促えられる・ | 
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一登山者 1 3名全員死亡 一
~師岳遭HlJJol!降、 1963（昭和38）年1 月に富山県薬師岳で合宿中の愛知大学山岳部員
13名が遭難し‘全員が死亡するという、愛大史上痛ましい出来密である。
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中日友好協会との関わり
孫平化氏の手紙










' s ‘e・・.......・ It TU, Sl;:•1 ・’‘ 8・・Ulf r.U: UI 1 1・ ・・
’F τ. 7 
a・..‘··－‘，~ e・ 割問 略、＇
... ，．，、．，・ .... ，.呈 a・・’‘’CU.:1 ~ 11 ・R・‘＇ .... ,,.,., . 
d削’・・·＂・..・6白金untt ，•，ζ.. l•lt:1'1! 1 ι，.”..... .. . uw－千・..。
エ” t J11J ・4・し＜”’悔し・ ＂＇＇· . ＂＇劇‘!iii ＇＞.：”””’V《，t,4A•’..《 tl'Ctll'J”－ 』‘• • nc・u•tH：・目＠愉・a・m・」lbLh・嶋・tLζいら喝し・.陶A・句・何.
＂＇＇・t:IH句a・1., ,.112 ・. ll 巳J‘巴’＼ ＇唱 u・.. ... 111)幽＜ n••ttit.7•R• "­
・・・・・... a制 t "!Jlfl·・u .・。．ゐ’ぜ.： t. ・＂＇＂＇~＂＇・...s・v ・・e• 
・ rinr-ご.！・. . ’－
co”J.t!,3 ぃ..’・・..”・uζr,t,!";,1'・a円、，..........’・前氏支亀E
••ouo••••，同‘R ll', c.』＆・E剖・・.. 定. f＂·・..鯛，、，a企粛悶先’LA
＂＇闘1u1a 1rn ‘;a・t. t:h・・... .，，ζt：‘・・4・・a”’”lflL,ζ＠・. ・A ・ ・．
a・ r. cir1.Hu11 nご・闘・HIIO・‘..., a曹．
．。a.t , ..ル．．、 tllliL.L lt, l ・
．陣側
山帥M 媛： r イも
s•却人'l'b''l•Sb.目邸註へ申白六日開10ぺ）0聞を魁Eした際の思酎IJ:






































"·‘’ 1.., ,,~~.-. 
d急4・・.. .r-.t.込 d叫
ノ・鍋φ ，.＿ u.ι，“~目
～～～－・ι日＿， ~叫崎司ザ、. , .，.介e ’.，...，，/-•- ~，.耐 h，ー
・.，，・，.＿ ’...、．’， w.,.,._
.~ . ，ぜ』～品川町






4ゐを0・ ιa・ 4昨11 r ，－.いま~J ど咋レ‘ ii も守ん ’·· ＊J :1 1
rmチ師事さんJ ど＂純こ勾こを事 I J, 1. l た．
f割肱学・J・：，-;a,乱建蝿u.,. 。.，，’










傾倒fi，品 r; , 








t f i~~· 









ノ f 才、 ／レ i0 
我が父本｜尚喜一と変知大学 ・ il!tlfifuj文.'i院A:'l：を諮る55 
